








数とよぶ）とr(= p − q)次元部分ベクトルy2（以後、説明変数とよぶ）が与えられ、幾つかの
















































③ S = −׬−∞
∞
𝑝 𝑥 𝑙𝑛𝑝 𝑥 𝑑𝑥
例えば、r次元正規分布N(μ, Σ)のエントロピーは
④ S = −׬−∞
∞




















































































































本発表では、被説明変数を3つ（𝑦1, 𝑦2, 𝑦3）、説明変数を5つ（𝑥1, 𝑥2, 𝑥3, 𝑥4, 𝑥5）からなる仮























𝑙𝑛 2𝜋𝑒 = 7.17
である。
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